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歳女性, H22年 3月 21日転倒し受傷.右大腿骨頚部骨折
を認めた.受傷 5日後に手術行った (ユニテック DUAL
 
SC 使用).術後 3日よりリハビリテーション行い,術後 1

































三枝 徳栄，澁澤 一行，進上 泰明
（館林厚生病院 整形外科）
2011年 4月～ 7月までに当科における大腿骨骨折 3
例に対しての Distal Targeting Systemの使用経験につい
て報告する.男性 1例,女性 2例,受傷時平均年齢は 82.7
歳,大腿骨転子下骨折 2例,大腿骨骨幹部骨折 1例で
あった. 平均手術時間は 1時間 9分で, 2010年 4月
～2011年 3月までのフリーハンド法での 6例の平均手
術時間 1時間 17分と比較し, 短い傾向を認めた. また,






増田 士郎，黒沢 一也，星野 貴光
（日高病院 整形外科）
骨折の手術後に感染が発生した場合,骨髄炎を伴う皮
膚軟部組織の感染壊死が発生し,治療には難渋するもの
となる.今回,われわれは大腿骨転子部骨折に対する内
固定手術後に発生した感染例に対して大腿筋膜張筋皮弁
による再建を行った症例を経験したので報告する.症例
は 87歳男性,2009年 3月右大腿骨転子部骨折を受傷.10
日後に TF-nailによる整復内固定手術を行い,独歩可能
となり同年 7月に自宅退院.同年 12月になり右大腿近
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